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第５回　大手柄「敵艦見ゆ」の真実
　　　　（1904 ～ 1905年）

野菜缶詰の主要品目である「たけのこ」「アスパラガス｣
「スイートコーン」「マッシュルーム」「トマト」の５品
目にスポットを当てて，その歴史や今日までの供給・市場
動向について解説する．95年に国産12.2万トン（509億
円），輸入36.9万トン（439億円），計49.1万トン（947億
円）と史上最多を記録した野菜缶詰は，14年には国産5.8
万トン（235億円），輸入29.8万トン（502億円）で総供
給量が35.6万トン（734億円）に減少している．本稿で
は，「たけのこ」「アスパラガス」について解説し，次号
で「スイートコーン」「マッシュルーム」「トマト」につ
いて述べる．

料理人の創業者が喫茶店で作っていたカレーが好評で手売
りを開始，これが食品加工業のきっかけとなった．新開発
のボンカレーに感銘を受け，工場を立ち上げレトルト食品
の製造販売業に参入した．料理人の味は引き継がれ，現在
は，ご当地ものや土産もののPB品のOEM供給を行う．

1930年代に北洋で鮭鱒缶詰を製造した工船の代表，信濃丸,
その前身は北米航路の華やかな定期船だった．日露戦争で
は仮装巡洋艦，晩年は引揚船と役割を変えた．本稿は，数
奇な船歴を経た「信濃丸」のあとを遡り，日本の海洋力の
将来を考える．


